令和8年第2回定例会　市政に関する一般質問 　 
◯16番（野村羊子さん）　　こんにちは。今回の一般質問では、未来に切り開くまちづくりについてと題して、３点伺います。

　(1)、持続可能なエネルギー活用について。

　気候危機対策及び中東危機対策として、世界では、蓄電池の活用と系統連携により、再生可能エネルギーの安定的供給が可能となり、脱石油化が進んでいます。三鷹市内では、太陽光発電装置が既に数多く設置されています。これら既存の設備を最大限活用し、地域内でエネルギーを循環させる取組を進め、温暖化対策、ゼロカーボンシティー達成を目指すべきです。

　ア、三鷹版「ＲＥ100」を目指す取組について。

　ＲＥ100とは、事業活動で消費するエネルギーを100％再生可能エネルギーで調達することを目標とする国際的イニシアチブです。市では、新エネルギー・省エネルギー設備設置助成金によって創エネ、再エネ、省エネ機器の普及を図ってきています。さらに、再生可能エネルギー活用拡大を目指すＲＥ100を推し進めるべきです。

　質問１、三鷹市内での太陽光発電、蓄電池、太陽熱、エコキュート等の設置の現状をお伺いします。

　質問２、三鷹版ＲＥ100キャンペーンを行い、再生可能エネルギーについての市民、事業者の理解促進を図るべきです。市長の見解をお伺いします。

　質問３、太陽光や太陽熱のエネルギー装置だけではなく、蓄電池や温水器や冷暖房機器等と接続して、エネルギーを貯留して需給に応じた活用をすることが重要です。双方向コンバーターなどを含めた追加設備にも補助金を出し、無駄のないエネルギー活用への転換を促すべきです。市長の見解をお伺いします。

　イ、エネルギーの地産地消を目指す取組について。

　各家庭や事業所等での発電を連携し、余剰電力を地域で活用する取組が各地で始まっています。

　質問４、固定価格買取り制度、以下、ＦＩＴといいますが、を利用しない非ＦＩＴ、10年間の買取り期間が終了した卒ＦＩＴの家庭用太陽光発電の余剰電力、事業所等の余剰電力を買い取り、公共施設や市内の家庭へ販売する事業は既に川崎市などで始まっています。三鷹市でも取り組むことを提案します。市長の見解をお伺いします。

　質問５、地域内で再生可能エネルギーを活用するマイクログリッドは、防災時への活用のモデル事業が小田原市で始まっています。太陽光で充電した電気自動車を移動できる蓄電池として活用し、各地の防災拠点へ出動させるとしています。あわせて、日常からの電気自動車の蓄電池としての利活用を検討すべきです。市長の見解をお伺いします。

　質問６、太陽光と同時に太陽熱や事業所の廃熱利用も重要な再生可能エネルギーの利用です。給湯器や冷暖房機と連携した温熱利用について、廃熱利用の実績を有するふじみ衛生組合と連携し、研究を進めることを提案します。市長の見解をお伺いします。

　(2)、新都市再生ビジョンの見直しについて。

　市は、昨年11月に公共施設の維持保全計画の原理原則を示す新都市再生ビジョンの見直しを発表し、今年度は見直しの作業に着手しています。

　ア、市役所庁舎の建て替えについて。

　本庁舎は築61年目で、今年度、再度庁舎の基礎調査を行うこととしています。前回の調査では、築80年はもたないと言われており、建て替えの検討が必要な時期に来ています。

　質問７、市役所の建て替えが検討された2017年当時には、建て替えのめどはいつ頃と想定されていたでしょうか。

　質問８、当時示された基本的な考え方では、市庁舎の建て替えは150億から200億円と想定していました。市長はゼロ円での建設としていますが、実際の建設費は幾らかかると見込んでいるのでしょうか。

　イ、三鷹駅南口中央通り東地区再開発について。

　質問９、「子どもの森」基本プランを見直し、駅前基本構想も改定する予定で現在作業中です。現時点での進捗状況はどのような状況でしょうか。

　質問10、新都市再生ビジョン見直し方針で示された必要最小限の整備内容とは何でしょうか。現在、再開発地にある建物、ＵＲ内の事業所、住居、ＵＲ外の民間マンション、事業所、全てを合算した規模と比較して、どのような想定をしているのか、お伺いします。

　質問11、今までの構想では、公会堂ホールの建て替えとする案と捉えられるイベントホールの建設が予定されていました。この場合の床、用地の買取り及び施設整備費用は幾らかかると見込んでいたのでしょうか。

　質問12、この費用と庁舎建設の費用とを勘案し、建て替えが必要な市役所庁舎を駅前再開発地区に移転させ、２つの再開発の課題をまとめて解決することを提案します。市長の見解をお伺いします。

　質問13、その際、市庁舎跡地は、図書館本館やクリーンプラザふじみの建て替え等に対応すべく、暫定原っぱ公園とすることも併せて提案します。市長の見解をお伺いします。

　(3)、連続31回目となる、東京外環道路工事についてです。

　ア、外環工事のトラブルについて。

　前回、３月の一般質問でも確認いたしましたが、現在、大泉南行きシールドマシンは、大ギア──大きなギアに亀裂が入るトラブルが発生し、停止しています。

　質問14、１月に停止後、原因調査等を行っているが、現状どのような原因であり、今後の対策はどうするか等について、事業者からどのような説明を受けているのか、お伺いします。

　質問15、今回故障した大ギアは、シールドマシンの心臓部とも言われる部分です。機械の個体差によるものとは考えにくく、現在稼働中の他のシールドマシン全てを止めて点検をすべきです。市として事業者に申し入れることを求めます。市長の見解をお伺いします。

　イ、調布陥没事故現場の現状について。

　質問16、地盤補修工事の進捗状況はどのようなものと聞いているでしょうか。

　質問17、陥没を起こし一旦埋め戻された箇所の地表面近くを再補修していると聞きました。本来、地表近くは固い地盤で補修の必要はなく、地盤補修は地下10メートルより深いところにセメントを吹き込んで行うとされていたはずです。実際には地表面でも地盤が壊されているのか、どのような説明を聞いているのか、お伺いします。

　ウ、中央ジャンクション工事について。

　質問18、中央高速南側では現在２台のランプシールドマシンが稼働しています。どこにいて、どのような状況にあると確認しているのか、お伺いします。

　質問19、シールドマシンによる騒音振動、低周波音被害は分かりにくいものです。自分が感じている振動、騒音、低周波音による具合の悪さは、見えないところの地下のシールド掘進工事と関連させられる人は少ないと思います。地域住民への説明が必要です。再三提案していますが、市として注意喚起の案内をすべきです。市長の見解をお伺いします。

　質問20、将来においてもトラブルゼロを事業者に求め続けることが肝要だと考えます。市長の見解をお伺いします。

　以上で壇上での質問を終わります。自席での再質問を留保いたします。答弁よろしくお願いします。

　　　　　　　　　
